
第10章

信任「・儀ネL用具

■雪の堂 (ホ ンヤラドウ) 「北越雪譜」より



●信任「・儀礼用具
積雪期の信仰・儀ネし用具は＼この期間、およそ12月か

ら翌年4用までに行われる年中行事に付随して用いられ

るものが大半である。もちろん日常の、家の神仏への供

え物など＼雪中であるためあらかじめ用意してお<tlの

もある。

それぞれの用具類は、頂を追つて見ること|こするが＼

主要な行事名をここに略記してお<ことにする。

12月 /コト∃ウカ・煤掃き 。松迎え 。ダイシ講・年取

り。 1月/〈大正月〉元旦・仕事始め・釜神さ訳の年取

り・寺万年始・七草・若木迎え。〈小正月〉団子飾り・鳥

〔お供え用〕

春を待つ心

追い 。モグラモチ追い・ドウラフジン焼き
。仏の正月・

ハツカ正月。 2用/節分・初午・コトヨウカ・十二講。

3月/サンヨ・団子撒き・春彼岸。4月/女の節供・シ

ンガツヨウカ (用日の異なる所もある)。

次に用具類を性格日」に見ると、祭神 (仏)の神体 (掛

図・御本しその他)・ 護符肝 供物用具・献花献
llU用具・

装飾等用具・準備清掃等用具・祭祀用具・予祝演技等用

具・縁起物・奉納祈願物・呪術的用具・参拝用具・社交

贈答用具などがあるが、年中行事に用いるものは＼その

行事に合せて採取・製作するものが少な<な しヽ。

オハナ  0-イ ー 3
高さ60Cm(右 )
椿・雑木・紙 手作り供花 (造花)

オ ミキ ドック リ 0-イ ー 7
高さH2Cm
磁器 御神酒供え用
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ハナヅ ト 0-イ ー |

高さ78Cm 径22Cm

藁 供花保存用

オ ミキ ドック リ 0-イ ー 4
高さ10 8Cm

磁器 御神酒供え用
オ ミキ ドック リ 0-イ ー 5
高さ  6Cm
磁器 御神酒供え用

オ ミキグチ  0-イ ー 0
高さ 7Cm

和紙・葦 llll神 酒供え馬(御神
j酉徳禾もの口に挿す )

オ ミキグチ  0-イ ー‖
高さ 2Cm
和紙 御神酒供え用 (御神酒徳利の口に挿す)

オ ミキグチ  0-イ ー 8
高さ 4Cm

不口紙 御ネ申酒供え用
(御神酒徳利の日に挿す)
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イ 信任「用具

④ 神事・仏事等用具
ここに収めたものは、灯明用具 ・神酒用徳利その他で

ある。正月の神酒 |こ挿すオミキグチは＼不]紙を折つて前

頁下段の写真のように作るものが多い。試た＼椿の葉の

ついた小枝などを用いることもある。

上段のハナヅトは＼雪中＼供えるべき花が得に<いの

で、その代用とする椿などの常緑の本をワラヅトに入れ、

小川に浸して保存するためのものである。オハナは、上

記の椿などの小枝に色紙で作つた造花を取付けて、寒中

仏壇に供えたものである。

〔灯明用〕

タンコロ 0-イ ー20
口径4 9Cm 高さ4 7Cm
陶器 ;由火用

ロウソクタテ 10-イ ー27
高さ6 9Cm

真鍮 ロウソク用

タンコロ  0-イ ー25
口径5 9Cm 高さ4 9Cm

陶器 油火用

タンコロ 0-イ ー 4
口径59¨  高さ5 2Cm
磁器 油火用

ダイシヨウ

42月 23日 を大師講としヽい、小豆院と大根の焼きな誅す

などを供え、栗の本などで作つた箸と杖を示える。

昔、貧じし老 婆の家に、みすぼらしい旅の僧が訪れて

一夜の宿を乞うた。気の毒に思つて泊めたが＼ntEめるべ

き食物が無い。そこで老婆は、やむを得ず隣の
llMから大

根を盗み、人で焙つて食膳に供した。僧は喜んだが、老

婆は、大根を無断で盗つた悔恨と＼llulこ残る足跡が気に

なつて眠れながつた。しかし翌朝、僧が出立した後、戸

を開けて見ると、一面に大雪が積もつていた。大師講の

縁起としてl_―わる「跡が<しの雪」の説話である。

コトヨウカ

12月 8日と翌 2月 8日をコトあるいは＼コトヨウカと

いう。試た、前者をコトオサメ、後者をコトハジメと呼

び分けることもある。この日、小豆粉 (ノ Jヽ豆あ/‐ 粉)を

入れた団子を作り、これを一升枡 |こ入れてコトの神様に

供えた。

コトの神様は、夏場の農家の仕事の神様で＼12月のこ

の日に仕事を終えて山に帰り、 2用 8日には山がら里ヘ

戻るものとさllていた。なあ、42月 8日にLLlから里へや

つて来て＼ 2用のその日|こはШへ帰る正月の神様と途中

で出会つて間答をする説話づ伝えられている。

〔コトヨウカ行事用〕

イッショウマス  0-イ ー30
175× 17 5Cn 呂さ8 8Cn

杉 団子入れ

〔ダイシヨウ行事用〕

ワン  0-イ ー33
口径 2Cm 高さ7 4Cm
木 供物用 (小豆粥盛付用 )

ボ ン  0-イ ー3
口径30 8Cm 高さ4 7Cm

朴 供物をのせる盆

重轟葬警菫霧葬髪
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ハ シ  0-イ ー 35

長 さ5 5Cr 径 1 4Cm

栗の若枝 供物用 (大 lm講後はメシバシとして利用 )

ハ シ  o― イー37
長さ4 8Cn 径 10n
栗の若枝 供物用 (大 師講後はメシバシとして利用 )
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ッエ  o― イー40
長さ56 3Cm 径 ICm

栗の若枝 供物用
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② 大正月 。年神迎え用具
正月は、数多い年中行事の中でも最も重要な行事であ

る。それは単に暦が変わつて新しい年になるというだけ

ではな<、 人でも自然界もすべてのものが新しい生命を

得て生誅れ変わる時だと人では考えていたからだo

そんな新しい年をtlたらして<rlる年神様を迎えるた

めに、人では、家を少しでもされいにし、美し<飾り＼

3_l供えする御馳走を調え、自分たちも新し<なれるよう

に身を慎んだ。そのためには、魔物が入り込んではなら

ない。正月を迎える用具には、そんな気持が伺える。

(煤払 い用 )

ススオ トコ 0-イ ー4
全長230Cm

藁・桐 長柄常

煤掃きとススオトコ          すすは

正月さ意を迎える準備として、12月中に煤掃きをする。

その日を13日としている所もあるが、この日は喋 逃げ」

とぃって、老人や子供などが近所の家などにイiき、お互

い

糧鷺酉ヒ8「旦F拳こ贅18百冠文鐘偉ξI使うが、

これをススオトコと呼んだ。これは、煤掃きが済むと家

の前の雪の上に立て、夕方にはあ膳をしつらえ、神酒
を

供えて労をねぎらう。ススオトコは正月を呼ぶ神
であつ

たのだろう。なお、これはそのま誅残しておき、
ノ」ヽ正月

15日のサイノカミの人で焼<ものとされていた。

ススオ トコ 0-イ ー44
全長245Cm

藁・竹・草軽 長柄帯

ススオ トコ 0-イ ー45
全長252Cm

藁・竹 長柄常

く
煤
掃
き
が
済
む
と
こ
の
よ
う
に
ま
と
め
て
雪
上
に
立
て
て
お
く

ススオ トコ 0-イ ー42
全長72Cm

藁 火棚用

ススオ トコ 10ニイー43
全長30 5Cm

藁 神棚用

ワラヅ ト 0-イ ー48
全長90Cm

藁 神棚塵入れ(大神宮様の煤を
入れ鎮守様の脇に納める)
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門松と正月棚

門松は、正月を象徴する飾りであるが＼正用の神の依代でもあつたのだろう。

山がらこれを採つて<ることを「松迎え」というが、「正月さ讀迎え」ともいつた。

松 |よ、門松だけでな<家の神棚などにも飾るが、早<迎えてきた松は＼庭の本や

軒端に吊してあき、30日ごろ家に運び入れて注連飾りとともに飾る。当地には松

ではな<杉を用いて門飾りにする所があるが、同じ意味のものである。

正月の神 (年徳神)を迎えて祀る棚も注連飾りと併せて設える。藁で編んだオ

タナゴモを座敷の壁面などに吊じ＼板をあてて棚とする。これが正月棚である。

古<はこの試誅であつたようだが、後に絵図のlll軸を吊すとが、年徳神と紙に墨

書きして飾られるようになつた。戦時中に松の採取が禁止され、門松の代用のEB

届J物が配布されているが＼最近は松飾りも多<見られるようになつた。

〔Pヨ   空R〕

〔年徳神〕

カ ドマツ  0-イ ー49
長さ 1 5Cm(1本 )
杉・和紙 門松

オタナ ゴモ  0-イ ー53
全長 20Cm 幅48Cm

藁菰 年神迎え用棚

■
正
月
棚

カ ドマツ 10-イ ー50
長さ59 8Cm(1本 )
赤松・和紙 門松

カ ドマツフタ 0-イ ー5
縦3 Cm 横 9 Cm
洋紙 門松の代用札

オタナゴモ  0-イ ー55
全長 20Cm 幅86Cm
藁菰 年神迎え用棚

トシ トクジン  0-イ ー56
全長68Cm 幅2750m
紙本 掛軸 (年神様としてオ
タナゴモなどにTBる )
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注連縄とハッチンチョウ

注連縄は、藁をフ・5・ 3本 |こ分けて出して垂らしな

がら在縄に淘う。注連縄には＼普通形の長尺のtlのの他

にワジメ・ゴボウジメ・ホラジメなどの形式があり＼正

月にはそれぞれP9□・神棚などに飾る。

ハッチンチョウは不]紙で作つた幣策の一種で＼注連縄

に紙垂と同じように付けるが、本来はこれを豆本に結ん

で垂らし、松飾りに添えたり神前に供えた。これについ

て「昔＼天竺からシッチンチョウという作物を食い荒ら

す大鳥が攻めてきたので、それより大きいハッチンチョ

ウという烏を作つて追い払つた」と伝えている。 ■注連縄に取付けたハッチンチ ョウ

〔大黒神〕 〔注連縄類〕

シメナワ 0-イ ー63
全長207Cm タレ長さ36CΠ  縄の大さ03- Cm
藁・和紙 門口用

メ

エビスダイコクフダ o― ィー57
縦24 6Cm 横 6 6Cm
和紙 エビス棚にTBる 神札

シメナワ 0-イ ー74
全長同7Cm タレ長さ40Cm 縄の大さ22-3 3Cm
藁・和紙 神棚用

シメナワ 10-イ ー67
全長 70Cm タレ長さ3 Cm 縄の大さ||～ 1 9Cm
藁・和紙 F弓 口・神ザ1用

ノイ
辞
|

シメナワ  0-イ ー70
全長 185Cm タレ長さ50Cm 縄の大さ05～ 1 5Cm
藁・和紙・昆布 神棚用シメナワ 0-イ ー69

全長175Cm タレ長さ40Cm 縄の大さ05～ 1 6Cm
藁・和紙 神棚用
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ホラジメ  0-イ ー76
全長78Cm タレ長さ40Cm 縄の大さ4 5Cm
藁 大神宮様用

ワジメ  0-イ ー83
長さ44Cm

藁・和紙 松飾・玄関・各部屋用

ワジメ  0-ノ _I
長さ55Cm

藁・和紙 |■
=う

・
=百
 各部屋用

シメナワ 0-イ ー75
全長 76Cn タレ長さ60 5Cm 縄の大き2 7Cm
藁 神朝:用

〔お供え用〕

カザ リガ ミ 0-イ ー90
長さ23m 幅 locm
和紙 正月の供え物用敷紙

カザ リガ ミ 0-イ ー92
長さ28Cm 幅20Cm
和紙 正月の供え物用敷紙

カザ リガ ミ 0-イ ー89
長さ28 4Cm 幅9 7Cm

和紙 正月の供え物用敷紙

ゴボ ウジメ  0-イ ー78
長さ95Cm

藁・和紙 松飾用

ワジメ  0-イ ー81
長さ54Cm

藁・和紙 松飾・玄関

カザ リガ ミ 0-イ ー9
長さ28Cm 幅 OCm
和紙 正月の供え物用敷紙

各部屋用
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釜神さま

正月の3日は「釜神さ意の年取り」の日であるが、そ

れ |こついて次のような説話が言い伝えられている。「釜神

さ志は、貧乏な上に子供が大勢いたので＼普通の人と同

じ日 (12月 31日)に年取りができな<て＼正月の3日に
なつて、粟飯でやつと年取りどできた」という。

| この日、粟のご飯を炊いてムスビを6個 (一定ではな
いが)作り、釜の蓋を裏返してそこに並べ、そのムスビ
のそれぞれに、細い棒の先を折り曲げたべ□と呼ぶもの

と＼折らないもの (これらを「べ□3本、ボウ3本」と

言い習わしている)を突立てて供える。供える場所も一

定ではないが、古くはカマドであつた。

このベロについては＼子供が大勢いて親である釜神が

食べ l‐2れないので＼これで遊ばせておき、隙を見て食べ

た、などと説明しているが＼この形式からして＼ミタマ

ノメシと同じ意味のものであろう。また、このベロと同

じ鉤形の小枝などを使つた子供の占い遊びどある。

この日に供え物をする釜神には、特に神体と見られる
そうたい

ものの無い場合も多いが＼小正月l~作る本像双体の釜神

が周辺の町村にある。そこでは＼この本像をこの日の神

体としている場合も少な<ない。

〔仕事始め用〕

仕事始め

正月 2日は、仕事始めの日である。仕事といつても午

前中<らいであつたが、儀礼的な行事であつたがら、家

族のそれぞれが、必ず手掛けるものとされていた。

改ず、男たちが決誅つてした仕事は、いわゆる藁仕事

である。藁仕事で作る製品は、特に農家を営む上で欠か

せない用具類である。この仕事始めで出ずすべきものと

されていたのは＼「縄淘い」と「ツチブテ作り」であつた。

縄の用途は広<すべての仕事で用いたし、藁細工の基本
でもあつた。ツチブテは＼春耕第一番の田怪き作業で、

馬|こ Bかせる馬鍬を鞍からとつた縄ブテ・竹ブテと呼ぶ

〔釜神様供物用〕

カマブタ 10-イ ー 02
径37 7Cm 高さ‖ 7Cm
ケヤキ 供物台(釜神様に供えるムスビをのせる)

ベ ロベ ロ  lo― ィー99
ボウ長さ24 7Cm(左)ベ ロ長さ 9 1Cm(右 )
柴 釜神様に供えるムスビに突き挿す

■ムスビにベロとボウを立てたところ

ヨ綱に取付ける補助具である。これは田怪きの途中によ

<切れるので、大量に出要であつた。

女たちは＼あ針仕事のし始めで、ツッコトをする人も

あつた。また、かつては重要な現金収入の道であつた

「 縮織り」のための苧績みをこの日に試ず始め

～

びす

続こ寝冒[F[辟 習置層:≧Tf櫂鴛力昌EkE震 羹ぐ
したが、この時作つたものは団子飾りの枝に吊した。な

お、この夜用意した苧は跡ず績み上げるものとされ、も

し残すと牛の糞になるとしヽつた。

スベナワ 10-イ ー98
縄全長4′ 950Cm

藁 仕事始め作り物

ツチブテ  o― ィー97
全長61Cm 径3 1Cm(1本 )
藁 仕事始め作 り物
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]フについて
ゴフは、護符・御符・御封とも書<ように、その内容

はさ讀ざ故である。しかし、共通しているのは＼神仏の

カロ護によつて、家や身に降りがなる災難から逃れられる

ということであり、いわば＼お守り本しである。最近のも

ので目立つて多<なつたのは、交通安全のゴフである。

ゴフには＼正月に菩提寺や神社で配るもの、初 詣など

で受けて<るもの＼時には他人が参拝 |こ出ltlけた折の上産

などがある。頂しヽたゴフは、P9□や神棚などに貼つたり、

身につけたりして信仰するど、古<なつたものは、サイ

ノカミ焼きの人で焼いた。

■釜神 さまの年取 り

一莉
核
竜
蝙

〔神仏護符類〕

オフダ  0-イ ー 04
縦27Cm 横9 4Cm
和紙 護符

オフダ 0-イ ー 09
1f33 2Cn 横85C田
和紙 護符

オフダ 10-イ ー 07
縦243C輌  横6 6Cm
和紙 護符

オフダ  o― ィーlo8
縦2 2Cm 横9Cm
和紙 護符オフダ 10-イ ー 05

縦27 2Cm 横9 4Cm
和紙 護符

オフダ 10-イ ー‖0
縦33Cm 横10 3Cm
和紙 護符

オフダ 10-イ ー 06
縦24 3Cm 横6 7Cm
和紙  護符

オフダ 10-イ ー |
縦39 8Cm 横 12 9Cm
和紙 護符

オフダ  0-イ ー12
縦37Cm 横 7 Cm
和紙 。その他 護符

頌
舅

σ

妻
身

貨
一鳥
桑
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釉

オフダ lo― ィー14
縦 8 6Cm 横9 6Cm
和紙 護符

オフダ  0-イ ー 7
il1 7 7Cm 横9 2Cn
和紙 護符

オフダ lo― イー日8
縦2 8Cm 横‖ 8Cm
和紙 護符

〔商店配り物〕

オフダ  0-イ ー 20
縦29 2Cm 横 10Cm
和紙 護符

エガ ミ 0-イ ー 25
縦35 7Cm 横23 7Cm
紙 年末・年始に配った

絵入略暦

颯
|||1燒  ‐|
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③ 小正月行事用具
小正用は、百姓の正月ともいわれるように＼大正月に

比較して＼農事 |こ付随する行事が多い。それとともに小

正月には農事に関した予祝的なモノツクリや演技なども

力□わるので、それに用いる用具類は極めて多い。

たとえば＼若本迎えを例にとれば、Шに入るときの身

支度もあり、本を伐る刃物類、さら|こそれを持ち帰る運

搬具がある。それにも増して大事なのは、山の神への供

え物がある。ところが若本迎えに関する行事は、これだ

けでは終わらない。採つてきた本が次に続<行事 |こ使わ

〔若木迎え行事用〕

ヘイソク 0-イ ー 26
全高68Cm

和紙・葦 若木迎え時に持参する

若本迎え

若木迎えは、正月はじめて山に入り、本を採つて来る

行事である。この行事 |こは二つの意味があるようだ。一

つ|よ、日での暮らしで常に恩恵を受けている本を山の神

にお願いしてはじめて採ることで＼もう一つは＼これガ

ら来る小正月の神の依代の本を迎えることである。

この日を4月 11日とする所が多いが、仕事始めと併せ

て行う所もあり、採る木もブナを主とする所と団子飾り

の本を主とする所があることがらも、それが察せられる。

いずl llの場合もLLの神への供え物を持つて山|こ入り拝

ネししてから採るので＼所有者 |こはこだわらながつた。



れ＼それが讀た別の用具ともなるのである。

今回の収集資料にながわる小正月の行事名をあげれば、

11日の若本迎えのほが、14日の団子飾り
。鳥追い、15日

のモグラモチ追い 。作占い 。魔除け・火祭りなどで＼そ

れらの行事 l_‐関するものに限られている。それも前記し

たような事情から、出要なものであつても、この回録の

他の項に含誅れているものは割愛することにした。

また、たとえば成本責めや道具の年取り・カラス呼ば

わり・仏の正月など＼物で示し得ない内容の行事も多か

った。

〔団子飾り用〕

ダンゴノキ  0-イ ー 30
全高86 5Cm

ミズキ 雑穀 。米の粉で作物をかた
どったものを挿す

ダンゴノキ  0-イ ー 29
全高 94Cm

ミズキ 雑穀・米の粉で作物をかたどったものを挿す

ダンゴノキ

全高 93Cm

ミズキ 雑穀・
どった

0-イ ー 31

米の粉で作物をかた

Iも のを挿す

団子飾りと成本責め

団子飾りは作飾りともいい、米粉や雑穀粉の団子を＼

といつても実際は沢山実をつけてほしい作物にかたどつ

たものを作り＼本の枝いつぱいにつけて家中に飾る。こ

の本は若本迎えで採つて来るが、ミズキ (団子の本)の

他に栗の本やモミジ (花の本)、 希 |こ櫓の本も使う。

同じ<豊かな稔りを予祝する小正月の行事li成本貢め

がある。15日の朝、楠や栗など成りものの本に向がい、

4人が銘を幹にあてて「成るが成らねが、成らねと伐る

ぞJと脅す。すると、もう 4人が本に代わつて「成る成

る」と答えて、本に団子のゆで汁をかけてやるのである。

冤

■成木責めのようす
■団子飾 りとエビス棚
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鳥追いとホンヤラドウ

鳥追いは小正月14日の夜に行うが、これは作物を荒ら

す害鳥をムラから追い払う行事で、ムラの子供の役害」だ。

子供たちは小正月が近づ<と＼それぞれに仲間を組んで

集志り、本ンヤラドウ (雪ん堂・ホウリンドウ)を作る。
当tllの一般的な形式は＼厚<積んだ雪を縦にコの字型に

掘り取つて、上l‐梯子や丸太を渡じ筵や茅貴をかけて屋

根とし＼前面に筵などを下げて出入□とする。

こうしてできた部屋の中央にイロリを作つて大を焚き＼

家がら持寄つた餅を焼いて食べて遊んや。そして、時で外

へ出てはムラうちを回つて鳥追いをする。拍子本を打ち

〔鳥追い行事用〕

カマガ ミサマノエ  0-ィ ー 32
縦28 2Cm 横40 5Cm
不口紙 団子飾りを取付けて釜神様に供える

鳴らし、鳥追い唄を歌しヽながら回るのである。

市内赤倉では＼この時に雪を高く積んで台を作り、そ

の上に登つて鳥追いをした。誅た、堂の壁面に作つた<
ご べぃ                  かまがみ

ぼみに祭神を意味する御幣を立て＼右下に示した釜神さ

誅の絵を壁に貼つて供え物とした。在下の絵は市内戸渡

のもので同じ意味だが、団子飾りの本に吊した。

釜神さ訳の絵を、正月 3日の釜神さ訳の年取りの時に

描いて供えることは他にもあるで、上記の用例はあまり

当地でも見られない。また、この図柄は、同じ45日に行

う道具の年取りを図イヒしたもののようにも見られる。

ゴヘイ  0-イ ー133
全長52Cm

和紙・葦 鳥追い堂の
中に立てる

カマガ ミサマ  0-イ ー 34
縦39 4Cm 横28 2Cm
和紙 鳥追い堂の中に供える

ヒョウシギ  0-イ ー 35
全長27Cm 紐全長 06Cm 4 09
セン 鳥追い唄を歌いなから打ち鳴らす

イ
~｀~烙簗靱

―

____

ヒョウシギ  0-イ ー 36
全長20Cm 紐全長66Cm 65 9
セン 鳥追い唄を歌いなから打ち鳴らす

Ｆ
卜
”
一一一
一一
一

■ホンヤラ ドウ
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魔除け

正月の御馳走をねらって、LLから鬼や魔物がやつて<
ると考えられていたので＼人では魔除けのための呪法を

講じた。ヤイカガシは、豆本の二股になつた所に焼いた

鰊の頭を挟んだもので＼戸□ごとに挿す。この時「鰊の

頭のヤイカガシ、やれ臭せ、そら臭せ」と0昌えた。また、

十 二月本しといつて＼木本しか紙本しに「十二月・七五三」な

どと書いて戸□に貼つた。やつて来た鬼は、「あつ、まだ

十二月だつたのか」と言つて帰つてい<といわれた。右

下の藁馬は＼馬屋の前 |こ張つた注連縄に吊したもので＼

馬の盗難や脱走を防ぐための呪いであつた。

〔モグラモチ追い用〕

ヨコヅチ  o― イー 144
全長27Cm 径 8 7Cm 2′ 8859
ヤマボウシ 小正月 5日 の早朝、

縄を付けて家の回 り

を3い て歩 く

〔魔除け用〕

カユウラナイ 10-イ ー 49
全長30 8Cm 径ICm(上 )
葦 小正月 5日 に煮る小豆粥に入れ稲作の豊凶を占う

ワラウマ  0-イ ー 53
全長230m 高さ 9 5Cm
藁 小正月に馬屋の入口の注連縄
に吊す

ケエバシ  0-イ ー 47
全長25 6Cm 44 9(―対)
栗 小正月 5日 の朝、小豆粥を食べる時使用
(正 月‖日の若本迎えの際に材を採取)

ワラウマ  0-イ ー 54
ワラウマ全長26 3Cm 高さ 5 5Cm

藁 小正月に馬屋の入日の注連縄に吊す
(注連縄に吊した状態)

毅
頭の
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〓
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〔年占い用〕

モグラモチ追い
もぐら

土竜のことを当地方ではモグラモチという。この行事

は、いわゆるモグラウチと同じ<、 夏に畑や畔の地中を

荒らして作物に害を及ぼしたり＼田の水漏れを起したり

する土竜を追い払あうという意llkがある。

小正月15日の早朝、子供たちは、藁□□きに使う横槌に

縄をつけて、それをヨきながら、「モグラモチやどこ行つ

た、槌どんのあ通りだ、出たら、かつつぎせ」と唱えな

がら、家のまわりの雪上を回る。鳥追いと同じ<、 早<
自分の屋敷から追い出すために、他の子供に遅れないよ

う早<出ることと、大声とを競つたものである。
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ドウラクジンと火祭り

ドウラフジンは、十日町地域での一般的な呼び方であ

るが、これには道楽な神としヽつた意味あいも含んでいる

ようだ。この他に道祖神・ドウロクジン・サイノカミと

もいう。路傍には石像が祀られ、さぷざ讀な信仰もあり、

庶民的で親近感のある神である。しかし、この神が正月

に登場するのは、15日の道楽神焼きが中ノしである。

1 志ず＼正月に飾つた注連縄や松飾l‐ 、古い神本しや縁起
物＼煤掃きのススオトコなどに藁や杉葉などをカロえて、

中心に立てた心本に巻きつけるようにして高く積む。こ

うしてから火を点じて焼<が＼これをドウラフジンの神

ドウラクジン  0-イ ー 55
高さ 7 2Cm(左 ) 8Cm(右 )
杉・桐 (台 )・ 和紙 木像 (市内江道のもの)

体とみなす。次頁下段の人形は＼この芯本の頂上に設え

たもので、下体には巨大な藁の男根をつけて神体らし<
する。所 |こよつては同様に2体を並べて作り、それぞれ

ジジ・ババなどと呼5や。

この大祭りの時、厄年 |こ当る人はどは下図のような木

像の道祖神を作る。これには、夫婦像をあらわす双体の

ものと、単体のものとある。単体の場合、男性像と女性

像に分けて、男性は本像を、女性は紙で姉さま人形のよ

うなものを作つたり、あるいはオンビロまたはノンビル

といつた＼オンベすなわち御幣型のものを長い竿に取イ寸

ドウラクジン  0-イ ー 59
高さ25Cm(左 )20 5Cm(右 )
木・和紙 木像 (市内戸渡のもの)

ドウラクジン  0-イ ー 56
高さ56 5Cm

ミズキ・和紙 本像 (市 内小貫の

ドウラクジン 0-イ ー 60
高さ 6 5Cm

ナラ 本像 (中魚沼郡中里村のもの )

ドウラクジン  0-イ ー 61
高さ 8Cm

栗 木像 (中魚沼郡中里村のもの)

ドウラクジン  0-イ ー162
高さ598。 m

栗 本像 (東頸城郡松之山町のもの
■厄年の男性が供えたドウラクジン
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けて作る所もある。

この本l_tや人形や御幣は、厄年に当る人ごとに作つた

t_lので＼これらを火祭りの祭場に持つて来て雪上 |こ安置

するが、大が燃え盛るころ火中に投じて焼 <。 つ誅り、
かたしろ

これらは災厄を託して送る形代なのである。    ばか
この人が燃える時、子供たちは＼「ドウラフジンの馬鹿

奴が＼イズモザキヘよばれていつて、後で家を焼かれた

焼かれた」などと、はやしたてる。この時の火や灰は厄

除けになるとして、病気の箇所に塗りつけたり＼燃え残

りを火難除けとして持ち帰つたりした。

ノン ビル  0-イ ー 65
山竹長さ 82Cm 色紙長さ 78Cm
山竹・色紙 御幣 (市 内東枯木又のもの )

「
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な
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一・一言

憑
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山

犠̈性
露

違

躙

珀

ノンビル  0-イ ー 64
山竹長さ 700m 色紙長さ 30Cm

山竹・色紙 御幣 (市内東枯木又のもの )

鼈
予

又

磨
蛉
．

一１
■
―
一‥

一
．，

電

，

●
讐
■
ｌ
會
ｉ
一彗
膚

アネサ 10-イ ー 66
全長24 1Cm

和紙 アネサ人形型
(中魚沼郡中里村のもの)

ニンギ ョウ  0-イ ー 63
全長 79Cm

藁・和紙・木 藁像 (市内新水のもの)

■雪で造つた ドウラクジン
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④ 節分行事用具
2月 3日ごろ＼立春の前日が節分である。いよいよ春

というわけだが＼当地では降雪の盛りで、節分荒れとしヽ

う言葉もあるほどだ。じかし節分は＼季節の変り目とし

て大切な日で、餅を揚いて雑煮を作つて祝つたり、大晦

日やノ」ヽ正用と同様にヤイカガシを戸□に挿したりした。

この夜＼寺方や家々では炒豆を一升枡に入れて豆撒き

をするが＼この豆を12個イロリで焼いて用ごとの天気を

占つたり、豆を回んで年占いもした。禅寺で「立春大吉」

の本しを配り、家々でP]□に貼るのもこの時である。

〔節分行事用具〕

⑤

新翠意(予層詈層2月の最初の午の日で、この日は稲荷

さまの祭日である。この神は、五穀の神・蚕の神・商い

の神として信仰されている。

この日は家々で赤飯を炊き、油揚げを作り、ワラザラ

やサンダワラに入れて供える。讀た子供たちは、不□紙に

神号を墨書した奉納幡を作つてあ参りに行き、これを雪

に突立てて供えた。試た、初午の日が早<やつて<る年

は、火早い (火災ど多しヽ)という俗信がある。

2月 8日もコトヨウカで、12月と同じ供え物をする。

〔十二講行事用具〕

攣
ハタ  o― イー 78

全長66 3Cm 和ネ氏42× 10Cm

杉・葦・和紙 奉納幡

ユ ミヤ  10-イ ー179
弓全長78Cm 55 9(左 )80Cm 29,(右 )

矢全長226～ 3220m
杉・麻紐・葦・和紙 祭礼用弓矢

イッシ ョウマス  0-イ ー167
17 1× 17 10m 高さ8 9Cm

松 豆撤き用

〔初午行事用具〕

イナ リサマノハタ  0-イ ー 70
棒全長‖6Cm 和紙75× 4Cn
和紙・木・藁縄 奉納幡

イ リナベ  0-イ ー168
ロイ■39 3Cm

鉄 炒り豆用

ワラザラ  0-イ ー 72
ロイ墨1830m 高さ7 7Cm
藁 供物用

サンダワラ 0-イ ー 75
径26 5Cm 厚さ4Cm
藁 供物用

一

．命

棄

崖

サ ンダワラ 10-イ ー 76
径27 5Cm 厚さ3 7Cm
藁 供物用
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⑥ 十二講行事用具
1日暦2月 12日は十三語といつて、山の神の祭りである。

この日の早朝、水に浸した米でスリモチを作り、ワラヅ

トに入れて山の神に供える。試たこの日、右のように杉

の校や山竹などで弓を作り、葦で矢を作つて奉納じ＼集

まつた人たちは唱えごとを言いながら矢を射る。
まと

射る方角は出や天 |こ向かつてであるが、的を作つてそ

れ |こ射る所もある。この行事 |こは子供たちも参加し＼奉

納幡を作つて立てたりもするが、行事にがかわる一切の

ことは男性に限らねている。

■・ 鰺

ユ ミ 10-イ ー 85
全長5330m 559(左 )

杉・苧麻 祭礼用弓
55.7Cm 53 9(右 )
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ユ ミヤ  10-イ ー 81
弓全長92.5Cm 68 9(左 )720m 679(右 )
矢全長5 2～ 65Cm 4～ 79

杉・麻縄・葦・和紙 祭礼用弓矢

ヤ  10-イ ー 87
全長655～ 7420m 7～ 09
葦・和紙 祭礼用矢

冬 亀

ユ ミ 0-イ ー 86
全長70.3Cm 107 9(左 )
全長69Cm 94 9(右 )
杉・苧麻 祭ネし用弓

■矢を射るようす

マ ト 10-イ ー 89
全高159 5Cm 的28× 30 4Cm

竹・和紙 祭礼用弓矢で射る的

:著      手

ワラヅ ト 10-イ ー 91
全長84Cm(左 )8 Cm(右 )
藁 供物用 (中 にスリモチを入れ
的の両側に立てて供える)
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⑦ 涅槃行事用具
日暦 2月 45日は＼釈尊の亡<なつた日で、ニンガツジ

ュウゴンチといつて寺参りをする。寺方では涅槃図の掛

軸を掛けて涅槃会を行い、お供えした団子を参拝者たち

に撒き与える。寺院の無いムラ方でもお堂に集まつて百

万遍の数珠を回したりして念仏し、持寄つた米を粉にし

て捏ね鉢で捏ねて団子を作り＼同じように撒<。

子供たちは、団子拾いが楽しみで大勢集まつて<る。

拾つた団子は、夏にマ△シ除けになるなどといつて小袋

|こ入ll＼ LL行きの時などお守りとして携帯した。

〔涅槃行事用具〕 〔天神講行事用具〕

コネ′`チ  0-イ ー 93
ロイ登6 Cm 5 1559
松 団子作り用

テオケ  0-イ ー 96
口径52 4Cm 4′ 3209

杉 団子撤き用

ネハ ンズ  0-イ ー 92
全長 51 5Cm 幅92 5Cm
紙 釈迦涅槃図の掛軸

飩 晟

③ 天神講行事用具
天神講は、勉強の神さまといわれる天神さま(菅原道真)

を祀る子供たち主体の行事で、年に 4度ムラの学童たち

みんなが集意つて行なつた。

天神さ意の命日は2月 25日であ l_‐ 、本来はこの日が、

他の用でも25日 を縁日として選ぶらしいが＼実際l~は学

校やその他の事情で適宜 |こ日を決め l_lTな つた。この行

事は＼神信|じといいなどらも＼子供たちこと―lては公認

された楽しみの日で＼彼 l~lにすれば大人たちの講や流し

事と同様であつた。むしろそれらの時期に合せて＼秋深
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盪 鸞
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=●=‐属
轟

テンジンサマ  0-イ ー 98
全長72Cm 幅23 2Cm
l■ 天神講用壮卜軸

|  ダンゴブクロ 0-イ ー 97
.    f認 さ5 3Cm  中扇4 3Cm  5 9( | イ回)

蔓  

糸員・本綿 E子入り袋

<なつてからする所が多かつた。

天神講が近づ<と年長の子供たちが寄合つて＼日取は

どうする、御511走は何がいい＼宿はどこの家を貸しても

l~lうなど、あれこれと段取を相談し、楽しい遊び番組
‐
ts

計画する。前日ごろ各人が料理材料を家から持寄つて準

備する。こうして、すべて自分たちの手で組立てた天神

講だから楽しさは格別で、チビツ子も各人にしつらえた

膳につ<。 そこl~は子供たちの世界があつた。

天神講の用具といつても特定のものは画像の掛軸<ら

いで、器物類は借り物＼遊び道具は持寄りであつた。

■団子撤 きの団子を丸めるようす



◎ 節供行事用具
3月 3日は桃の節供であるが＼当地では 1カ月遅れて

4用 3日 |こ行い、女の節供といつた。この節供は雛祭り

の日でもあり＼最近になつて雛飾りをする家も多<なっ
たが、少し前法では地域全体から見れば一般的なことで

はなかつた。

こうした行事の普及は、織物産地として京・大阪や江

戸との交流のうがつた問屋筋などに始誅ったものらし<、

市街地にしてtl、 一斉にというtlのではなかつた。一式

の人形を揃えるにしても、内裏雛・三人宮女・五人 囃と

〔節供行事用具〕

ヒナ ドウグ  0-イ ー201
人形高さ87～ 6 3Cm
飾り道具一式

⑩ サンヨ行事用具
サンヨは＼ 3月 3日の夜の毘沙門天 (多間天)の祭 l_3

に行われる裸 押合いの俗称である。

この夜＼集まつた参拝者に向かつて縁起物の景品が撒

かれる。これが撒与だが、この時、若者たちは揮 4本の

姿で参加し、「サンヨ、サン∃Jの掛声で深合しヽながら景

品を奪い合うので、この超が付いた。

さ讀ざ状な景品の中で、最高の縁起物とされるのが福俵

であり、押合いはこれに集中する。以前は聖衆院が祭場

であったが、現在は時宗寺院の来迎寺で行なつて _lる。

しヽったよう|こ順次に求めたのが実情であつた。

この近郷 |こは以前、この日に紙人形を作つて飾り、後

にそれを川に流すという流し雛と見られる習俗があつた

というから＼昔は紙や上の人形も飾つたのだと思う。讀

た近年決で、人形見といつて＼この日、子供たちが他家

を訪れ＼飾つた人形を見て歩<風習もあつた。
また、花見や山遊びを子供たちや女衆がしたのも、こ

の女の節供の日であつた。古<はこの節供には餅を揚い

て、これを黄な粉餅 |こして食べたり＼嫁たちは菱創に切

つて＼それを手上産に里帰りをしたものであつた。

〔サンヨ行事用具〕

ダイ リビナ  0-イ ー200
人形高さ25Cm(左 )22 3Cm(右 )
内裏雛

タワラ  0-イ ー202
全長27 8Cm 径8 8Cn 302 9

藁 撤き与えた景品の福俵

オフダ 10-イ ー207  ォフダ  o― イー209
縦24 4Cm 横6 1Cm   縦28 5Cm 横8 7Cn
不口率氏  う斤T壽本し           不口率氏  言隻だ筆本し

タワラ  0-イ ー203
全長23 5Cm 径9 6Cm 295 9

藁 微き与えた景品の福俵

オフダ  0-イ ー21
縦30 1Cm 横 7 Cm
本多・不口率民  わ斤T壽本し

■サンヨのようす
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⑭ 彼岸行事用具
春の彼岸は、春分の日を中|じに一週間続<。 平年であ

れば＼この時期は誅だ深い雪に覆われているので、家ご

との墓の所在もわからない。そこで、各家では雪原とな

つた墓地に雪で墓を作り＼そこにお参りする。

雪墓の作り方は一定で |よないが、土鰻頭のようにした

堂型、雪を横長に積んだ台型＼石碑に似せた角型に大男J

できる。しかし＼いずれの場合も椿や杉など常緑の月ヽ枝

を立てる。これは彼岸に里帰 1/~する祖霊の依代である。

この雪墓は、雪国らしい景観をあl~lわす造形物だが、

雪であるため形を残さない。次頁左下のオハナは＼季節

的 |こ生花など得に<いため、紙に花や野菜を描いてノ」ヽ枝

などにつけ、雪墓に立てて献花としたものである。

彼岸には＼入り日・中日・送り日のそれぞれに＼家の

P]先で藁を焚いて、迎え火・送り火とするで、次頁写真

のように2個並べた藁の場合は、これをジジ・ババと呼

び、人形に見立てる。この行事をホツケ (=仏 )タチと

いい、入り日の迎え火をキナレ、中日のをナカンダチ、

送り火をイキナレと呼び分けたりするが、これは、この

時に仏さまに呼びかける唱えごとの言葉がら来てしヽる。

:

:

:

:

n■ 三 :



■ホツケタチのようす

〔彼岸行事用具〕

コシキ  0-イ ー213
全長 03 7Cm 刃先幅26Cm 940 9
ブナ 雪墓作り用木鋤

ワラ  0-イ ー215
高さ90Cm

藁 迎え火・送り火用

オハナ  0-イ ー26
181× 13 6Cm(左 ) 77× 4 2Cm(右 )
和紙 雪墓用供物 (造花)

■奉納グツ(左 )と 奉納ワラジ(右 )

〔その他用(奉納グツ)〕

クツ  0-イ ー29
長さ64Cm 高さ31 5Cm 5′ 709
スゲ (タ ヌキラン)大 型藁沓
(中魚沼郡川西町友重の千手観音仁王堂の奉納雪沓

クッ  0-イ ー221
長さ49 3Cm 幅20 5Cn l′ 8609(左 )
スゲ (タ ヌキラン)大 型藁沓
(中魚沼郡川西町友重の千手観音仁王堂の奉納雪沓)

253



口 儀礼用具

① 年取り行事用具
ここに年取り行事用具として掲げたものは、黒漆塗り

の膳とそれに使う椀の類だけで、要するに食事用具の一

部のみである。実際には幾十倍もの用具が使用さ4‐lるの

だづ＼専用でないため除外した。

この膳・椀類にしても年取りの専用具とは言えないの

だが＼これらはその家の貴重な用具であつて＼たとえば

人事な客を迎えるあらた讀つた席で用いることはあつて

も、その家の家族たちだけで使うのは年取りの膳だけで

ある。その意味では専用具とも見られる訳であり、家族

〔年取り行事用具〕

だけでこの客膳を用いることそれ自体が、ハレの儀式に

ふさわしい舞台設定となるのである。

年取りの膳という儀ネしの食事の本番は12月 31日だが＼

年が明けて、元日および小正月15日の昼または夜の食事

も、年取りの膳と呼んで同じようにした。年間を通じて

も＼こうして座をあらため、特別な膳部に家族でつ<の

は＼この年取りだけだつたのである。

年取りの食事には必ず家族が顔を揃えるものとさ夕
、

他人の介入は許さない。そのために玄関の大戸には桟を

おろし＼出□は雪ダレで閉じて、そのことを表わした。

〔年頭行事用具〕

シオ ミズダテ  o一 ロー 4
茶碗 口径‖ ICm 高さ5 7Cm
松葉 全長 2Cm
お祓い用

ヒシャク  o一 ロー 7
全長46 7Cm 246 9

杉 若水汲み用

テオケ  0-ロ ー 5
口径28 5Cm 全高47 80m l′ 4559

杉 若水汲み用

ゼ ン  0-ロ ー |

本月善  3 5× 3 50m 高さ 2 5Cm
二の膳 265× 26 5Cm 高さ 0 2Cm
木 (漆塗り)年 取 りの膳用

ワン  0-ロ ー 2
椀 ロイ塁|161m 高さ8 Cm
本 (漆塗り)年 取 りの膳用

■イナダキ

年取りの膳とイナダキ

年取りの膳は、大変重要な食事であつたから＼その時

の膳につける料理は古<からの形を重んじた。これは＼

いわゆる年取リゴッツ/1(御馳走)といつて、主婦たち

は年末 |こなると、その支度に掛り切りになつた。

年取 l_0ゴッツォの中でも特 |こ取揃える品に注意したの

は＼ヒラ椀に盛る煮物である。これは、人参・ゴボウ・

百合・昆布・カンピョウ・ワワイ・ハタイモ (里芋)・

サツマイモ・5ラビ・ワリ・コンニヤワ・焼豆腐などを

大き<切つて煮たもので、その品数もア品とか9品とll

つてこだllつた。このllllこ大根ナマスも作るし、日Jにオ

モノなどといつて塩ヨの鮭または鱒の切身を添える。

膳 |こ
~lけ
るものではないが、この時必ず出るオカズに

納豆があり、黒大豆の煮物も縁起物として出した。

この年取りの膳に家族がついた時＼イナダキという大

事な儀式を行なつた。あらかじめ用意してトコサマ (床

の間)|こ供えてあいた盆に入れたフワデモチを年男か主

人が持ち＼家族各人の頭上に掲げて拝讀 (イナダカ)せ

る。この時、「い<つ こなつた」などと問いかける。この

フワデモチが年玉 (魂)だつたのである.餅はその席で

は食べず＼正月になつてから雑煮にして食べて祝つた。
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② 年頭行事用具
大正月 |よ、年があらた改り、すべてのものが新し<始

まり＼万物の新しい生命がここで生志れる一―そう考え

たから、行動はみ/clな儀ネし的な意味を持つ。

元朝＼暗いうちに起きた年男は、柄相も手桶も新しい
わかみず

ものに松葉と昆布をつけて＼ホず「若水」を汲む。

それが済むと「初火」を焚きつける。この時の焚きつ
あき  かた

けはナルコマメという豆殻で、明の方から点火する。

初火で沸ガした湯で福茶を入れ、家族揃つて「歯固め」

をする。その時食べるのは干楠とカチグリである。

0-ロ ー 8

塩水を松葉で撒くシ/Tミズダテで家を清め＼「鎮守さま

参り」に行<。 この時、ハナイリ (洗米)を供える。

初詣から帰ると雑煮で祝tl＼「ネし回
l_9」 に本家・分家・

△ラうちを回る。この時ツモノボンを出す。これらが終

ると家族揃つて食事するが、これも年取りという。この

日＼米などを持つて寺へ年始|こ行<。

2日は仕事始め (周」記)。 4・ 5日ごろになると寺方が

t~の年始がある。あ供にハサミ箱を」
teがせ、モノモウス

と声をかけて檀家を訪れたので＼子供たちはモロモロと

呼んだ。ア日は七草で＼十一日正月 |こは蔵開きをした。

ハサ ミバ コ  0-ロ ー 5
606× 38 2Cm 高さ27 8Cm 5′ 2009
杉・金具 寺方年始用

片
餃
肇
馨
欠
吝
露
抒
會
彗
雪
肇
雪
雪
弓

ツモ ノボ ン

316× 3 6Cm
杉 (漆塗り)

0-ロ ー 0
高さH5Cm
手掛盆用 クシモチ  0-ロ ー 3

全長26Cm( 本 )
竹 小正月の串断用

ナットヅ ト 10-口  |
全長90Cm

藁 正月納豆用

ツモノボン

元旦|こムラ人たちは、そltぞれ|こムラうちを年始に回

る。このとき、ネしを受ける家で回ネしに来た客に差出すた

めのあ盆を用意してお<が＼中 |こは米・串柿・千栗 (カ

チグリ) 昆有で東ねた松・ミカンなどを入れる。
これを「オツモノ」などと言つて差出すと、客は片手

を出して手死を切るようなしぐさで受け、その後で新年

の挨拶を交わすc埼男Jの客以外は玄関の入□でネしを済志

すから＼そ
「
易二用意してお<。

お手掛け⊂モ_つれるように、儀ネし的な祝い物なので

食べることまな が、古風でゆかしい景物である。

ハサ ミハ コ 0-ロ ー 4
62× 38Cm 高さ26 5Cn 4′ 2409

杉 ,金具 寺方年始用

:|

■年始客を迎えるようす
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③ 社交贈答用具
積雪期の社交的・儀ネし的な物の贈答は、年末 。年始に

集中していた。年末でいえば＼それは歳暮の品であるが、

これは＼その年に受けたあ互いの恩義への謝意を表わす

意味からである。しかしそれは、少し古い時代にあつて

は、形式よりも実用的なものが主体で、たとえば手作 1/0

の藁沓や揚いた餅の交換であつたりした。

それ
学
いうのは＼ムラという共同体の中では、結いで

あれ、助け手間や非日常時の助力であれ、長い暮らしの

中に根づいた相互扶助で処理されていたのである。一年

の区切l_‐ で言えば、田植え後のサナブリや稲刈り後の刈

〔社交贈答用具〕

フロシキ  0-ロ ー 6
‖3× 99Cn  30 9
木綿 歳暮 。年始の贈答物用

ジュウバ コ 10-ロ ー20
21.3× 9 6Cm 高さ12 5Cm 655 9
杉 (漆塗り)正 月料理用

上げや秋ごとなどのサじ祝いに招<ことでその気持ちは通

じ、取立てた形式 |よ不要だつたのである。

これが新年になるとやや異なり、名少儀ネし的になつて

<る。それは＼今後の交誼を深め、お互いの絆を強<す
る意味も含むからで＼年始の挨拶に訪れる時は多少の物

を形にして持参した。とはいうてtl、 それは手軽なもの

で＼手拭―筋であつたり、少し前はツケギであつたりし

た。また、小正月16日や彼岸の仏様参りで訪れる時は、

線香や嘘媚などを持参じ仏壇に供えた。したがつて、贈

答用具といつても、風呂敷や正用料理用の重箱などで足

りたのである。

フクサ  0-ロ ー 7
38× 3850m 279
絹 年始の贈答物用

ケタチャ  0-ロ ー22
248× 5 8Cm
和紙 祝茶 (儀礼用贈答品)

ジュウバ コ 0-ロ ー 8
192× 17 8Cm 高さ5 4Cn 4 09
杉 (漆塗り)歯 固め用 (串柿と干栗を入れる)

トラゲバサとトラゲッコ

トラゲバサは、取上げ婆さんのことで、以前、本職の

産婆のいなかつたころ、あ産の世話をして</rtた人のこ

とである。しかしトラゲバサは、単に産婆の代役をつと

めただけでな<、 その子の成育についても何かと世話を
ぎ せい ば

し、成長しても擬制日としての交際が続いた。

トラゲバサに対して、生讀れた子をトラゲッコと呼ぶ

が、両者の間柄は実の日とは別の親密さで結ばれ、生涯

を通じて交際が続いた。そのため、産婆や医師によつて

出産した子でも、特定の人を頼んでトラゲバサになつて

もらうという場合も少な<ながつた。

42月 31日、年取りの膳が終ると、子供たちはそれぞれ

の膳につしヽた御馳走やオモノの魚を重箱に詰めてもらい、

風呂敷に包んで持参する。子供はそれぞれが自分のトラ

ゲバサ |ここれを献上するのだが、これがこの日の何より

の楽しみなのである。それを待つトラゲバサも同じ思い

で、なにがしがのものを見つ<ろつて用意してあき、そ

れを貰つて喜が子の顔を見るのが楽しみであつた。

このささやかな贈答が強い絆になつて、その子の入学

や卒業、結婚式にも招かれるなど交際は細やかに続き＼

婆さ/blび亡<なると、子は血縁者同様に葬儀に参夕」した。



ケタチャ

ケタチヤは＼儀ネし専用に用いられた「茶」で、ちよつ

とした 2_‐i招ばれや揆拶の手持品として通用していたが、

あ茶として実用できるtlのではなかつた。

これは、前頁で見るような不]紙の袋に茶殻や桑を乾燥

させて入れたもので、本来は煎茶などであつたものが、

こうなつたらしい。同様に、婚ネしなどに持参する扇子箱

と呼ぶオ同箱があったど、これも中身は扇子で机 もヽのが

多かつた。これらの品は＼その該ま他に回されることも

3いから、倹約のためにこうしたように思う。
ケタチヤのケタが漢字でどう書<が不明だど、結納品

の茶を多喜茶と表書きするのと関係するように思える。

紙会の表紙に使う版本は残つているが、日出たい図柄だ

けで、それと分がる文字はない。喜る茶とでもあてれば

適当なようだが、それはともか<、 祝い茶の意味があつ

たことは、これを用いる場面からも察せられる。それが

後に実際の茶と区別して理解され＼通称となつたようだ。

儀ネし的交際の多い正月をはじめ、新春のお付合いには

このケタチヤが大いに役立ったのであつた。この頁に示

した冠婚葬祭などの折紙も儀ネしをあらわすのに重要視さ

れ、雪中の余暇をみて折り方を工夫したりしていた。

■目録 (左 )、 折形入 (右 )

オ リガタ 0-ロ ー23
和紙 慶弔用折紙型
(冬季の余暇をみて折り方の手ほどきを受けた)

く▲折形 (計37点 )
¬

「

一
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●信仰 0儀ネL用具品目一覧 儲246点〉

イ、信仰用具 ●神事・仏事等用具 (お供え用):ハ ナゾ ト・ハナ
オケ・オハナ 。ォミキドックリ。オミキグチ  (灯明用):タ ンコ
ロ・ロウソクタテ  (お参 り用):ジ ュズブクロ。ジュズ  (コ ト
ヨウカ行事用):イ ッショウマス (ダ イシヨウ行事用):ボ ン・
ワン・ハシ・ ツエ

●大正月 。年神迎え用具 (煤払い用):ス スオ トコ・ワラゾ ト (F号
松):カ ドマツ・カドマツフダ  (年徳神):オ タナゴモ・ トシト
クジン  (大黒神):エ ビスダイコクフダ 。ダイコクサマ  (太子
講):シ ョウトクタィシ  (注連縄類):シ メナワ・ホラジメ・ゴ
ボウジメ・ワジメ (お供え用):カザ ソガ ミ・カタ (正月行事
用):ゼ ン・ ドンブリ・ッチブテ・スベナワ・ベロベロ・カマブタ
(神仏護符類):オ フグ  (商店配り物):エ ガ ミ ●小正月行事
用具 (若木迎え行事用):ヘ イソク・ナタ・ニナワ (団子飾り用):
ダンゴノキ  (鳥追い行事用)カ マガ ミサマノエ・ゴヘイ・カマガ
ミサマ・ヒョウシギ (モ グラモチ追い用):ヨ コゾチ (年 占い用):
ケエバシ・カユウラナイ (魔除け用):ヤ イカガシ・ジュウニガ
ツフダ・ワラウマ  (火祭 り用):ド ウラクジン・ニンギョウ・ ノ
ンビル・アネサ ●節分行事用具 :イ ッショウマス・イソナベ・ハ
シ ●初午行事用具 :イ ナリサマノハタ・ワラザラ・サンダワラ
●十二講行事用具 :ハ タ・ユ ミヤ・ユ ミ・ヤ・マ ト・ワラゾ ト ●
涅槃行事用具 :ネ ハンズ・コネバチ・ゴザ・ウチワ 。テオケ・ダン

ゴブクロ ●天神講行事用具 :テ ンジンサマー●節供行事用具 :ダ
イリビナ・ ヒナ ドウグ ●サンヨ (裸押合い)行事用具 :タ ワラ・
オフダ・シャモジ ●彼岸行事用具 :コ シキ・ワラ・オハナ ●そ
の他用 (奉納グッ):ク ッ
日、儀礼用具 ●年取り行事用具 :ゼン・ワン ●年頭行事用具 (お
祓い用):シ ォミズダテ (若水汲み用):テ オケ・ ヒシャク (初
火用):ナ ルコマメ (手掛盆用):ツ モノボン (正 月納豆用):
ナットゾ ト (串餅用串):ク シモチ  (寺 方年始用)ハサ ミバコ
●社交贈答用具 :フ ロシキ・フクサ・ジュウバコ・ヶタチャ 。オリ

カ
゛
タ
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焼印について

ここに収集された用具類の中に、それを所有す

る上での出要から、その個体に注記 (標識)を施

したものが相当数あつた。それは、家 印 ・屋号・

所有者名・家族イ固人の所有者名・公共的所有者名

・製作者名・製1/F依頼所有者者・製作時点などで

ある。注記方法は墨書と焼印に大別でき、焼印が

その大半を占めている。以上のことがら、ここで

は焼 E日について紹介することにした。

焼EDは、ヤキバンともいい、人で熱して捺すE日

判である。この燒印が当地方でいつごろから広<
用いられたかは不明だが、家々で注文して作るよ

うになるのは比較的新しいことで、当初は既製品

を節季市などで求めて用いたものと思われる。し

かし、焼印は、墨書よりも簡便であり、消えに<
い利点がある。そのためであろうが、古い用異な

どには、焼け火箸で木 E日のように亥」印したものが

ある。

際
困
□

62

9

7

5

4

4

4

■積雪期用具を中心にみ

た焼印のある館有資本ニ

点数。 (商標を除 く)

焼印には主として家E日を亥」んであるが、家EE F

それがその家の占有物であることを示す目的で T

ける。したびつて、使用頻度が高<、 寄合い|.I妻

などで、他人のものと識別するため、また＼奎≡

は別としても、貸借等で起りがちなトラブルそ r―

けるためにも必要な処置であつた。用具は両J三

家財であつた。

印の図柄で一般的なものは〇・∧ 。¬
。◇・ 'i'

などに文字を配したものが多かつた。上図こ万こ

ように絵模様だけのものや学校名等のもの電万三

これとは別に他から移入した器具には、製嘔言

商社名などの商標として付したもの、計量具寺 二

は検査証印もあり多様である。しかし、生:≡ ][手 _

用においては占有権の標示を目的とし＼指三資+二

中の、ガス拾いの置き石、本挽き用具の六=t二 百

―線上にある。したがつて燒印や本判は＼置重≡

や木E日に発した一種の家紋のようにも見えこ 1

コ  シ  キ
ヤ マ ゾ リ

コ ネ バ チ

コ ドモコシキ

ミ ソ オ ケ
ミソジャッペ

ョ コ ヅ チ
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が

文化庁の一室に、今回のコレクションの指定申請書類を搬入した日から、 もう二年の月日が

経 とうとしています。その日、約4,000点 にもおよぶ資料カー ドの確認作業が終了したときには、

すでに陽は落ちていました。雪 とは無縁 ともいえる東京で「雪国の文化」が認められるとは、

しかもこれらの資料は、今では雪国の生活から忘れ去 られ、消え失せようとしていることを考

えると、何か複雑な思いにか嘲れました。

さて、当博物館は地域の特性である「雪 と織物 と信濃川」をテーマに掲げ、それらを一層充

実させるため調査・研究活動につとめて参 りました。この中で、昭和61年 に「越後縮関係資料」

が、今回はその母体である「積雪期用具」が国指定を受け、当館 としては二つめの重要有形民

俗文化財の誕生 となりました。そのための直接的作業は昭和62年度から開始されましたが、資

料収集は既に昭和40年代から始まっておりました。ですから、このコレクションも前回と同様、

約20年 もの歳月をかけてまとめあげられたわけです。これらの、かつては雪国の生活必需品で

あった民具は、みな土蔵や物置、あるいは屋根裏などに眠つていたのですが、市民の皆さまの

理解 と協力によって当館に寄贈され、かろうじて消失をまぬがれたものです。また、 これらの

民具の整理作業 も大変な根気を必要 とし、資料カードづ くりは 1日 1人あたり約 2～ 3点 しか

できず、これだけでも約 4年の月日を要 しました。このようにして、「積雪期用具」|よ重要有形

民俗文化財 として甦ったのです。

ところで、この図録を編集 しながら、 しばしばペンが鈍ることも少なくありませんでした。
なぜなら、それらはかつての雪国のごくあたりまえな日常生活であるが故に、意識的にその意

味を提え、あらためて考え直すことがほとんどなかったからです。 しかし、こうして見ると、
歴史の表面には現れてこない人たち、子供や女性を含めた多くの庶民の生活史が浮かびあがっ

てくることに強 く心を動かされます。 ものの中にも心があり、わたしたちの祖先の喜びや悲し
み、そして願いが隠されているのだ ということを今さらのように感じています。

最後になりましたが、ご協力いただきました多くの方々、そしてご指導いただきました天野

武先生にあらためて感謝を申しあげ、お礼にかえさせていただきます。

なla‐、本書の解説文は滝沢秀一が執筆 し、編集 。図版等は高橋由美子が担当しました。
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